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・耕種農家の高齢化が進み、水稲作付
面積の減少に伴い飼料用米の作付面
積も減少する事が想定されており、
飼料用米の安定的な供給量の確保の
為に多収量品種への切替をする必要
がある。

・耕種農家のうち、中小農家はマニュ
アスプレッターを所有しておらず、
堆肥を購入すると堆肥散布に労力が
奪われるため、堆肥の積極的な購入
にはつながりにくい。

■今後の課題・取組

・種類：特殊肥料（堆肥）
・肥料名：豚ぷん堆肥

■取組の経緯・内容・成果（見込み）

・米
・ビート
・玉ねぎ
・にんじん
・かぼちゃ
・桜桃
・ミニトマト

耕種農家（お米）
(新おたる農協管内)

資源供給者 肥料利用者

￥

取組の経緯
・2013年頃から、有限会社ビィクトリーポークは新おたる農協との連携により
飼料の１つとして飼料用米を使用。

・ビィクトリーポークでは、規模拡大に伴って増加する堆肥の供給先を確保す
る必要があり、飼料用米等を生産する耕種農家では、肥料の使用量の低減に
よる経営の安定化が課題であったため、相互に堆肥及び飼料用米の安定供給
に努めている。

取組の内容
・2013年から、豚ぷん堆肥と飼料用米の交換による耕畜連携を開始。
・地元のお米を食べて育った「小樽美米豚（おたるみらいとん）」というオリ
ジナルブランド豚が誕生。

成果（見込み）
・ビィクトリーポークでは、飼料用米の活用で約5.3％の餌代削減につながる。
・耕種農家においても、堆肥の活用による肥料費の削減が見込まれる。

1-10 豚ぷん堆肥と飼料用米による耕畜連携
（新おたる農協、有限会社ビィクトリーポーク）

○ 有限会社ビィクトリーポークは豚ぷんを堆肥化して新おたる農協管内の耕種農家に供給
し、耕種農家から供給された飼料用米を豚の餌料とする耕畜連携を進めている。

2023年11月時点

豚ふん 管内

豚ぷん堆肥を供給

飼料用米を供給

耕種農家（その他）
(新おたる農協管内)

豚ぷん堆肥を販売

北海道仁木町

肥料製造者

有限会社ビィクトリーポーク
（仁木町）
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